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新
成
人
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ふ
る
さ
と
佐
渡
を
愛
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す

　

８
月
15
日
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
を
会
場
に
、
佐
渡
市
成
人
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
５
４
７
人
の
う
ち
、
４
０
３
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
開
始
を
待
つ
ロ
ビ
ー
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
ス
ー
ツ
や
ド
レ
ス
姿
の

新
成
人
た
ち
が
、
お
互
い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
三
浦
市
長
が
新
成
人
に
「
か
け
が
え
な
い
故
郷
、
心
か
ら
こ
の

島
に
愛
着
を
持
ち
、
い
つ
ま
で
も
佐
渡
を
好
き
で
い
て
く
だ
さ
い
。
自
分
を
愛

し
、
家
族
や
故
郷
を
愛
し
、
そ
し
て
仕
事
や
学
問
に
情
熱
を
注
い
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
は
、
各
地
区
の
新
成
人
か
ら
実
行
委
員
を
選
出
し
、
運
営
さ
れ
ま
し

た
。
準
備
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　「両親にここまで自分を育ててくれてありが
とうと伝えたい。」

　「これからは、親孝行をしながらしっかりと
自分の進む道に向かい歩んで行きたい。」

　「久しぶりにみんなに会うことができ、そし
て成長した姿を見ることができて、とてもう
れしい。」

★表紙の写真

よみがえる思い出 
トライアスロン大会 
栄光の軌跡展

　表紙は、９月３日まで開催された

「栄光の軌跡展」での一コマです。

30回大会を記念し、歴代の写真

やポスターなどが展示されました。

　訪れた方は、懐かしさを感じな

がら観覧を楽しんでいました。

今月の主な内容

Ｐ４〜5
　GIAHS世界農業遺産の広がり

Ｐ15
　�災害時における避難支援の
　ための名簿整備

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙
（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

市報さど　平成30年9月号

久しぶりの再会にポーズ‼

いつまでもずっと仲良しで…

インタ

ビュー



誓いの言葉に耳を傾ける皆さん

式辞を述べる三浦市長

　生きる上で人情、思いやり、感謝を忘れず、自分は何ができ何のた
めに今生きているかを考える必要がある。
　社会の一員として、世界を作る立役者だという強い自覚を持ち未来
を切り開いていく重要な人材であることを自覚している。今はまだ、何
かと失敗が多く自分自身が嫌になることもあるが、必ず誰かがその姿
を見てくれている。
　この先つらいことがあっても、助け合い、励まし合い、いつか自分
自身を称えられるよう日々精進していきたい。（誓いの言葉から抜粋）

新成人代表　藤井　健大郎　さん
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アトラクション  祝 成人スペシャル　佐渡鬼神ジヤンヒーローショー緊張しながらも丁寧に司会をする実行委員のお二人

みんな揃って記念撮影

力強く
誓いの言葉を
述べました
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　傾斜地を利用した棚田は島内に
多く残っています。そして、水源
に乏しい佐渡では、1,000 を超え
る「ため池」があるおかげで農作
物の栽培に必要な水を利用してい
ます。
　このかけがえのない財産である
棚田を次世代へ継承するために、
平成 24 年に佐渡棚田協議会が設
立され、島内各地に散在する棚田
地域が共通の想いで生産活動に携
わり、棚田の保全に努めています。
　佐渡棚田協議会のホームページ
で７つの地域の棚田を紹介してい
ます。( 棚田米のお取り寄せも行
うことができます。)
　ぜひ、ご覧ください。

　棚田保全や情報発信、地域間の連携交流などの活動に協力してく
ださる会員（個人・団体）や棚田サポーターを随時募集しています。

お問い合わせ　�佐渡棚田協議会事務局�（産業観光部農業政策課内）�
☎６３―５１１７

島に多く残る棚田の風景！ 棚田サポーターなどを募集しています

世界で認定されている地域21ヵ国52地域
日本で認定されている地域11地域（2018年7月現在）

　
佐
渡
は
、
棚
田
を
は
じ
め
と
す
る
独
特
な
景
観
と
そ
の
土
地
利

用
、
農
業
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
歴
史
・
多
彩
な
伝
統
芸
能
、

ト
キ
を
生
物
多
様
性
の
象
徴
と
し
て
保
全
に
取
り
組
む
農
業
シ
ス

テ
ム
が
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
評
価
さ
れ
、
平

成
23
年
に
国
内
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
世
界
農
業
遺
産
は
「
過
去
の
遺
産
」
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
進
化
を
続
け
る
「
生
き
て
い
る
遺

産
」
や
「
知
恵
の
遺
産
」
と
言
わ
れ
お
り
、
認
定
か
ら
７
年
が
経

過
し
、
佐
渡
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

GIAHSとは…	
次の頭文字をとった略語です
Globally(グローバリー)	 【世界的に】
Important(インポータント)	 【重要な】
Agricultural(アグリカルチャル)	【農業の】
Heritage(ヘリテイジ)	 【資産】
Systems(システム)	 【システム】

Ｇ
ジ ア ス

ＩＡＨＳ世界農業遺産の広がり！

市報さど　平成30年9月号



国内外の人々との輪が広がっています！
世界農業遺産認定地には、さらなる発展に向けた役割と責務があります。 
そのため、認定後、国内外から多くの方々が視察や交流に佐渡を訪れています。

　アフリカからの視察　
　8月14日、15日に国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）の
支援事業の一環として、アフリカから7人の研修生が視察
に訪れ、小倉千枚田や田んぼアートをめぐり環境保全型農
業を学びました。
　「生き物がいる豊かな田んぼを作ってトキも人もみんな共
生できる環境を目指している。環境と経済活動が循環でき
る農業に挑戦している」との講師の言葉に研修生の皆さん
は納得の表情でした。

　佐渡・能登里山里海子ども交流 in 佐渡　
　国内で初めて認定を受けた佐渡市と石川県能登地域
は、翌年の平成24年から子どもたちがお互いの地域を訪ね、
親睦を図る交流を続けています。
　今年で7回目となった今回は、佐渡から15人、能登地
域から22人が参加してトキの生態や保護の歴史を学び、
トキのエサ場となる「江掘り」や生きもの調査などを行いま
した。
　また、佐渡の伝統芸能の１つである鬼太鼓も体験し鬼と
太鼓の迫力に引き込まれていました。

　トキ放鳥10周年記念　 

田んぼに親しもう！ 田んぼアート稲刈りイベント参加者募集
　きれいに浮かび上がった田んぼアートの稲刈りに参加してみませんか？
日　時� 10 月 13 日㈯
� 午前 10時から
会　場� 田んぼアートほ場
� （新穂青木 2021 番地）
その他� 参加費無料

佐渡市世界農業遺産「ブランドマーク」で	
佐渡を世界に広げよう!
　「トキと共生する佐渡の里山」の取り組みを多くの方に広く知っていただ
くために、「ブランドマーク」を活用していただける個人・団体を募集して
います。
　ブランドマークは、佐渡産の農産物と水産物、佐渡産の材料を主に使用し
ている加工物に使用できるほか、広告物として看板やチラシ、ホームページ
などでも無料で使用できます。

お問い合わせ　産業観光部農業政策課　里山振興係　☎６３―５１１７

市報さど　平成30年9月号5



6

たくさん採れたかな？　砂金採り体験　7/28

悪天候にも負けない！　オープンウォータ―スイミング　8/5

姉妹都市・入間市と市旗の交換！　8/7

　笹川地区の散策や西三川砂金山跡で砂金採り
を体験する「親子で歩く佐渡金銀山（西三川
編）」が行われました。
　実際の川での砂金採り体験にワクワクしなが
ら親子で協力して体験を楽しみました。
　普段なかなか体験できないイベントに夢中に
なって楽しむ姿が見え、夏休みの良い思い出と
なったようです。

　姉妹都市である入間市（埼玉県）の皆さんに、佐渡
の海で魚介類を自ら獲り、堪能できる体験を行ってい
ただく交流事業「入間の海」のスタートを記念し、また、
両市の交流がますます発展することを願って、両市の
市旗が交換されました。

　８日には入間市の「入間
神輿連合」が来島し、両津
川開きで賑わう両津夷本
町商店街を活気あふれる
神輿で練り歩きました。

　悪天候のため競技距離が短縮されましたが、選手
の皆さんは、荒波にも負けず、力強い泳ぎでゴール目
指して奮闘していました。
　ゴールでは、スペシャルゲストの松田丈志さんが選
手をタッチで迎え、疲れを忘れるような笑顔が見えま
した。
　また、大会前日はビーチクリーン活動も行われ、海
の自然を守ることの大切さを感じながら海岸のごみ拾
いに取り組みました。

市報さど　平成30年9月号



第３８回佐渡地区緑の少年団交流集会　8/10

美しい版画にうっとり　髙橋保 版画展　9月24日まで開催中　8/23

　環境美化活動第2弾「佐渡クリーン
アップ大作戦」が島内３カ所で行われ、
200人を超える方から草刈りなどの環境美
化活動に取り組んでいただきました。
　６月、７月に行った一斉清掃やプラス
行動に引き続き、オール佐渡で環境美化
活動に取り組むことができました。
　ご参加いただきました皆さん、ご協力
ありがとうございました。

　島内９つの緑の少年団の団員、中学生約200
人が集まり、班ごとに分かれ木製ベンチを製作
しました。
　90分という限られた時間の中で、班員同志が
相談・協力し、立派な木製ベンチが完成しました。
　このベンチは、緑の少年団を有する学校や、
希望する島内の小中学校などで使用されます。
　緑を大切にする心がますます大きく育ってほ
しいですね。

　佐渡出身の版画家である髙橋保さんの版画
展が佐渡博物館で開催されています。
　髙橋さんの版画は、ポスターや写真では表
現しきれない、深みのある青色が特徴です。涼
やかな髙橋ブルーを鑑賞に、お出かけしては
いかがでしょうか。

　佐渡博物館（八幡2041番地） 
　☎５2―2４４７ 
　開館時間　午前８時30分～午後5時 
　（最終入館　午後４時30分） 
　入場料　大人　500円、小・中学生　200円

おもてなしの心が広がる　環境美化活動　ご協力ありがとうございました 8/25

市報さど　平成30年9月号7
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佐
渡
の
子
ど
も
の
育
ち
に
か
か
わ
る 

す
べ
て
の
大
人
と
保
育
の
質
を 

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
佐
渡

　

Ｅ
テ
レ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の
「
す
く
す
く
子

育
て
」
に
出
演
さ
れ
て
い
る
井
桁
容
子
先

生
の
お
話
か
ら
、
佐
渡
の
子
ど
も
の
育
ち

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

９
月
22
日
㈯　

午
後
２
時
～
５
時

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

　
（
新
穂
瓜
生
屋
３
６
２
番
地
１
）

乳
幼
児
期
の
発
達
へ
の
か
か
わ
り

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

１
，
０
０
０
円　

９
月
21
日
㈮

�

保
育
の
質
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

佐
渡
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
羽
茂
こ
ど
も
園　

松
野
）

　

☎
88
―
２
３
５
５

佐
渡
空
港「
空
の
日
」イ
ベ
ン
ト

　

佐
渡
空
港
を
身

近
に
感
じ
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、

「
空
の
日
」
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

９
月
29
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

佐
渡
空
港
（
秋
津
１
８
１
４
番
地
３
）

�

セ
ス
ナ
機
に
よ
る
遊
覧
飛
行
（
抽
選
）、

航
空
機
展
示
、
滑
走
路
ツ
ア
ー
、
空
の

日
グ
ッ
ズ
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

�
佐
渡
空
港
「
空
の
日
」
実
行
委
員
会
事

務
局
（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
地
域
整
備

部
港
湾
空
港
庁
舎
）

　

☎
27
―
３
３
１
１

第
16
回
佐
渡
乳
幼
児
保
育

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

�

特
別
講
演�

「
Dr.
平
岩
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
」

ラ
ビ
ッ
ト
発
達
臨
床
研
究
所

　

代
表　

平
岩　

幹
男　

先
生

１
２
０
人

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

10
月
５
日
㈮

�

・

佐
渡
乳
幼
児
保
育
支
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局

　

☎
０
１
２
０
―
４
４
６
―
８
７
０

新
星
学
園
祭

　

学
園
生
の
日
ご
ろ
の
活
動
の
紹
介
や
喫

茶
な
ど
を
行
い
ま
す
。

10
月
13
日
㈯

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
１
時
30
分

新
星
学
園
（
下
新
穂
90
番
地
１
）

�

学
園
生
や
職
員
の
作
品
展
示
、
野
菜
・

花
な
ど
の
販
売
、
喫
茶

県
新
星
学
園　

☎
22
―
２
０
４
７

催

し

有
　
料
　
広
　
告

秋の全国交通安全運動
９月 21 日㈮～ 30 日㈰

スローガン

『秋の道　早い夕暮れ
　　　　早めのライト』
「早めのライトと反射材」を合言葉に、�
みんなで交通事故防止に取り組みましょう！

市報さど　平成30年9月号



毎月10日は「交通安全家庭の日」　家族で話そう、交通事故防止

県
立
佐
渡
特
別
支
援
学
校
文
化
祭 

輝
け
！
ス
マ
イ
ル 

　

み
ん
な
仲
良
く
文
化
祭

　

地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
支
援
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
笑
顔
が
輝
く

文
化
祭
と
な
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
13
日
㈯

　

午
前
９
時
20
分
～
午
後
０
時
５
分

県
立
佐
渡
特
別
支
援
学
校

　
（
下
新
穂
88
番
地
）

�

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
作
業
製
品
販

売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

県
立
佐
渡
特
別
支
援
学
校

　

☎
22
―
２
１
４
５

募
　
　
集

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

　
　
　
　
　

事
業
者
募
集

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
30

年
度
～
平
成
32
年
度
）
に
基
づ
く
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
を
、
平
成
32
年

度
中
に
開
設
す
る
予
定
の
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
日
常
生
活
圏
域
と

整
備
内
容

介
護
老
人
福
祉
施
設	

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　

日
常
生
活
圏
域　

国
中
圏
域　

１
カ
所

　

定
員　

80
人

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護	

（
介
護
予
防
を
含
む
）

　

日
常
生
活
圏
域　

南
部
圏
域　

１
カ
所

　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
圏
域
外
１
カ
所

　

定
員　

２
ユ
ニ
ッ
ト
18
人

10
月
12
日
㈮

�

公
募
の
手
続
き
お
よ
び
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　

介
護
保
険
係　

☎
63
―
３
７
９
０

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせください。
市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

建築
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津 大野第2住宅（１、２、３階） 5 H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地
(1階、2階、3階、4階) 6 S54 耐火構造4階建て 3DK 14,900～29,300

県営炭屋町団地
（1階、2階、3階、4階） 6 S58 耐火構造4階建て 3DK 16,600～32,700

栄町団地野かんぞう棟(2階、3階) 3 H3 耐火構造3階建て 3DK 21,500～42,200
栄町団地あさがお棟(3階) 1 H10 耐火構造3階建て 3DK 23,200～45,700

金井
木戸沢第3住宅（1、2階） 3 H9 木造2階共同建て 3DK 53,000【定額】
吉井住宅G棟 1 H26 木造平屋長屋建て 2DK 17,900～35,300

新穂
青木第1住宅 1 H1 木造平屋一戸建て 3DK 16,900～33,300
青木第2住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,300～36,000

畑野 後稲葉住宅団地Ｅ棟（1階） 1 H13 木造2階共同建て 2DK 24,000【定額】
真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

�９月28日㈮　午後５時　入居予定　10月下旬
・ �建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８
　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

ワークショップ
「玉作り（勾玉）体験」参加者募集
10 月 28 日㈰

　午前の部　午前９時 30分～ 10時 30分
　午後の部　午後１時 30分～２時 30分
佐渡中央会館（河原田本町 394 番地）
午前・午後の部、各小中学生 20人
400 円　 10月 12日㈮
小学生は保護者同伴をお願いします。
・ 佐渡博物館　☎５２―２４４７

市報さど　平成30年9月号9



10

募
　
　
集

佐
渡
８は

ち

０ま
る

２に

０ま
る

健け
ん

口こ
う

シ
ニ
ア
表
彰
候
補
者
募
集

　
８
０
２
０
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と

う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
平
均
寿
命
が
延
び
て
い
く
な
か
、
歯
を

健
康
な
状
態
に
保
つ
こ
と
は
、
快
適
で
充
実
し
た
食
生
活
を
送
り

続
け
る
た
め
に
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
歯
で
食
べ
、
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

12
月
2
日
現
在
、
満
80
歳
以
上
の
方
で
、
現
在
20
本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
り
、
治
療
が

必
要
な
む
し
歯
が
５
本
以
下
で
ひ
ど
い
歯
周
病
の
な
い
方

10
月
6
日
㈯

�

申
込
書
は
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室
（
本
庁
舎
２
階
）、
ま
た
は
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
受
賞
者
を
、
12
月
２
日
に
開
催
す
る
「
し
ま
び
と
元
気
ま
つ
り
」
で
表
彰
し
ま
す
。

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室　
健
康
増
進
係　
☎
63
―
３
１
１
５

ア
パ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
２
０
１
８
鑑
賞
と 

う
み
が
た
り
ツ
ア
ー 

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

佐
渡
市
・
上
越
市
観
光
・
航
路
連
携
協

議
会
に
よ
る
小
木
・
直
江
津
航
路
の
利
用

促
進
と
、
佐
渡
市
・
上
越
市
の
相
互
交
流

を
目
的
と
し
た
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

10
月
13
日
㈯
～
14
日
㈰

�

行
き
先　

高
田
城
、
上
越
市
立
歴
史
博

物
館
、
ア
パ
リ
ゾ
ー
ト
上
越
妙
高
、
上

越
市
立
水
族
博
物
館
ほ
か

大
人　
　
　
　
　

２
２
，
０
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　

７
，
３
０
０
円

　

幼
児
（
３
歳
以
上
）
２
，
０
０
０
円

�

料
金
に
は
、
小
木
―
直
江
津
往
復
船
代
、

上
越
市
内
１
泊
朝
食
付
、
２
日
目
昼
食

代
、
バ
ス
代
、
各
施
設
入
場
料
が
含
ま

れ
ま
す
。

10
月
６
日
㈯

ツ
ア
ー
に
つ
い
て

　

新
潟
交
通
佐
渡
㈱　

く
れ
よ
ん
佐
渡

　

☎
57
―
１
１
１
６

　
�

佐
渡
市
・
上
越
市
観
光
・
航
路
連
携
協

議
会
に
つ
い
て

　

産
業
観
光
部
観
光
振
興
課

　

観
光
振
興
係　

☎
67
―
７
９
４
４

相
　
　
談

司
法
書
士
によ
る

無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

９
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て　

な
ど

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　
（
平
日
・
午
後
１
時
～
５
時
）

土
地
家
屋
調
査
士
によ
る

無
料
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

９
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・�

宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る　

な
ど

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　
（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

新潟開港150周年記念事業 
「出張！なんでも鑑定団 in 新潟」 

鑑定依頼品募集
　「出張！なんでも鑑定団 in 新潟」の開催を
予定しています。皆さまのお宝を鑑定します
ので、ぜひご応募ください。
　詳しくは、市役所建設課（本庁舎３階）、各
支所・行政サービスセンターに備え付けの募
集チラシ、または新潟開港 150 周年公式ホー
ムページ（QRコード）をご覧ください。
10月 9日㈫
出張なんでも鑑定団について
　ＮＳＴ新潟営業部
　☎０２５―２４９―８８００
　新潟開港150周年記念事業について
　建設部建設課　☎６３―５１１８

市報さど　平成30年9月号
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お
知
ら
せ

佐
渡
一
周
エ
コ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー 

ウ
ル
ト
ラ
遠
足
２
０
８
㎞

　

参
加
選
手
が
昼
夜
を
問
わ
ず
走
り
続
け

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
交
通
規
制
な

ど
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
さ
ま
は
い
つ
も
以
上
に
運
転
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

９
月
22
日
㈯　

午
前
６
時
～

　

24
日
㈪　

午
前
６
時
（
48
時
間
）

�

コ
ー
ス�

「
ス
タ
ー
ト
」
相
川
七
浦
ホ
テ

ル
め
お
と
～
入
崎
～
弾
崎
～
両
津
～
多

田
～
赤
泊
～
小
木
～
深
浦
～
佐
和
田
～

相
川
七
浦
ホ
テ
ル
め
お
と
「
ゴ
ー
ル
」

�

エ
コ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
ク
ラ
ブ
大
会
事
務

局　

☎
０
３
―
３
６
８
８
―
６
８
１
４

市
農
地
農
業
用
施
設
整
備 

事
業
補
助
金
要
望
募
集

�

平
成
31
年
度
中
に
基
盤
整
備
、
土
地
改

良
事
業
を
行
お
う
と
す
る
団
体
お
よ
び

個
人

�

農
道
整
備
、
か
ん
が
い
用
排
水
路
、
た

め
池
改
良
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
費
の

30
％
～
50
％
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

募	

集
期
間　
10
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬�

午
後
５
時
ま
で

�

要
望
書
の
用
紙
は
、
市
役
所
農
林
水
産

課
（
第
２
庁
舎
）、
各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

　

�

事
業
決
定
は
、
平
成
31
年
４
月
以
降
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・

産
業
観
光
部
農
林
水
産
課

　

農
村
整
備
係　

☎
63
―
３
７
６
１

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
開
催

　

車
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

す
か
？
日
常
点
検
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

点
検
方
法
の
知
識
が
必
要
で
す
。

　

実
際
に
車
を
使
っ
た
日
常
点
検
の
実
施

や
パ
ン
ク
時
の
タ
イ
ヤ
交
換
、
オ
ー
バ
ー

ヒ
ー
ト
、
バ
ッ
テ
リ
あ
が
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
法
を
学
べ
ま
す
。

10
月
６
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

自
動
車
整
備
振
興
会
佐
渡
分
室

　
（
八
幡
２
０
７
５
番
地
１
）

60
人　

10
月
1
日
㈪

�

無
料
点
検
・
車
整
備
相
談
も
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

・

新
潟
県
自
動
車
整
備
振
興
会

　

佐
渡
分
室　

☎
52
―
３
０
６
１

日
本
語
教
室
の
ご
案
内

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
い
外
国
出
身
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
日
本
語
教
室
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

周
り
に
学
び
た
い
方
が
い
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

佐
渡
中
央
会
館

　
（
河
原
田
本
町
３
９
４
番
地
）

�

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
出
身
の
方

15
人

�

産
業
観
光
部
観
光
振
興
課

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
推
進
室

　

☎
67
―
７
９
４
４

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局 

登
記
の
窓
口
相
談「
事
前
予
約
制
」

　

一
定
の
時
間
に
集
中
す
る
窓
口
混
雑
を

解
消
し
、
お
客
さ
ま
の
ご
都
合
に
合
わ
せ

た
時
間
に
窓
口
相
談
を
行
う
た
め
に
、
登

記
申
請
に
関
す
る
窓
口
相
談
の
事
前
予
約

制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
ま
た

は
窓
口
で
、
相
談
す
る
方
の
氏
名
や
連
絡

先
、
相
談
内
容
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

�

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

平成
31年度

第13回
見逃さないで！  

うつ病のサイン
　９月は夏の疲れや気温の高低差に伴う
体温調整で自律神経が乱れがちになる時
季です。このような変化は体だけでなく、
こころにもストレスを与えてしまいます。
　うつ病はおよそ 10 ～ 15 人に１人は
経験すると言われており、誰にとっても
身近な病気です。
　こころの病気の兆候がないかチェック
してみましょう。
【うつ病のサイン】
①ひどく沈んでいる
②集中できない
③返事に時間がかかる
④なかなか決断できない
⑤くよくよしてしまう
⑥涙もろい
⑦�自分はダメだと
いう
⑧眠れない
　これらの症状が
２週間以上続くとうつ病の可能性があり
ます。１人で悩まず専門機関に相談しま
しょう。
こころの健康を支援する相談窓口
　佐渡保健所地域保健課��保健指導担当
　☎７４―３４０７
　市民福祉部市民生活課健康推進室
　健康増進係　　☎６３―３１１５
　市民福祉部社会福祉課
　障がい福祉係　☎６３―５１１３
　新潟県こころの相談ダイヤル
　☎０５７０―７８３―０２５

市報さど　平成30年9月号11
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お
知
ら
せ

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー 

新
潟
大
学
地
域
懇
談
会

　

４
月
に
設
置
さ
れ
た
「
新
潟
大
学
日
本

酒
学
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｕ
）」
の
教
授

か
ら
、
日
本
酒
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
27
日
㈭　

午
後
５
時
～
７
時

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
千
種
２
４
０
番
地
）

�

・

「
日
本
酒
学
の
取
り
組
み
―
そ
の

経
緯
と
現
状
―
」　�

農
学
部
教
授　

鈴
木　

一
史　

さ
ん

　

�

「
日
本
酒
学
の
発
展
の
可
能
性
―
国
際

的
な
拠
点
形
成
に
向
け
て
―
」　

�

経
済
学
部
准
教
授　
岸　

保
行　

さ
ん

９
月
20
日
㈭

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

商
工
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

介
護
・
福
祉
人
財
確
保
支
援
事
業
の
ご
案
内

　

介
護
・
福
祉
人
財
の
育
成
・
確
保
の
た
め
に
、
就
業
支
援
と
資
格
取
得
に
係
る
次
の
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

施
設
見
学
や
面
接
に
か
か
る
旅
費
を	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す

�

市
内
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
で
就
業

す
る
意
思
の
あ
る
市
外
在
住
の
方

�

施
設
見
学
（
上
限
２
万
円
）
や
面
接
（
上

限
１
回
１
万
円
）
を
す
る
た
め
の
自
宅

か
ら
施
設
等
ま
で
の
往
復
旅
費
を
助
成

し
ま
す
。

就
業
に
か
か
る
費
用
の	

　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
助
成
し
ま
す

�

市
内
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
新
た

に
就
業
す
る
方
（
５
年
以
上
従
事
す
る

意
思
の
あ
る
方
）

※�

施
設
等
か
ら
の
転
職
、市
外
か
ら
の
転
勤
は
対

象
外
で
す
。

�

10
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す

�

市
内
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
正

規
雇
用
さ
れ
た
方
で
、
市
内
の
施
設
で

５
年
以
上
従
事
す
る
意
思
が
あ
る
な
ど

の
条
件
を
満
た
す
方

�

最
長
5
年
間
、
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
の

50
％
の
額
（
上
限
２
万
円
）
を
助
成
し

ま
す
。

資
格
取
得
し
た
際
の	

　
　
　
　

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

�

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
社
会
福
祉

士
・
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得

し
た
方

�

受
講
料
ま
た
は
受
験
料
、
旅
費
の
50
％

の
額
（
上
限
５
万
円
）
を
原
則
１
回
助

成
し
ま
す
。

※�

高
校
生
を
含
む
30
歳
以
下
の
方
が
資
格
を
取

得
し
た
場
合
は
、対
象
経
費
の
80
％
の
額（
上
限

８
万
円
）で
、再
度
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

�
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係　

☎
63
―
３
７
９
０

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

消
防
法
の
規
定
に
よ
り
、
一
定
規
模
以

上
の
建
物
等
の
所
有
者
な
ど
は
、「
防
火

管
理
者
」
の
資
格
を
有
す
る
方
を
選
任
し
、

消
防
計
画
の
策
定
、
火
気
管
理
、
避
難
施

設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
防
火
管
理
者
」
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
の
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
開
催

し
ま
す
。

10
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
の
２
日
間

　

�（
25
日
は
午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時

50
分
ま
で
、
26
日
は
、
午
前
９
時
20
分

～
午
後
３
時
55
分
ま
で
）

消
防
本
部
（
八
幡
58
番
地
）

１
０
０
人

７
，
５
０
０
円

９
月
20
日
㈭

�

申
込
書
を
日
本
防
火
・
防
災
協
会
（

０
３
―
３
５
９
１
―
７
１
３
０
）
へ

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

�

申
込
書
は
消
防
本
部
予
防
課
、
ま
た
は

各
消
防
署
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

日
本
防
火
・
防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課　

☎
51
―
０
１
２
３

第3回
～事業主の皆さまへ～ 

市・県民税に関する 
調査にご協力ください
　私たちの暮らしを支える大切
な市税の適正な課税、公平な負
担を図る観点から、市・県民税
に関する調査を行っています。
　給与支払者（事業主）から提
出された給与支払報告書につい
て、所得控除や所得内容を調査
しています。
　また、給与支払報告書の提出
が確認できない場合は、提出状
況等を調査しています。
　提出された給与支払報告書を
訂正される場合やまだ提出され
ていない場合は、連絡をお願い
します。
総務部税務課　市民税係
　☎６３―５１１０

市報さど　平成30年9月号



届きます！安心・くらしの情報「佐渡市メール配信サービス」　詳しくは裏表紙！

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す 

受
診
で
早
期
発
見
!!
い
つ
も
の
暮
ら
し
に
、
が
ん
検
診
を

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

初
期
の
が
ん
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
診
で
は
、
初
期
段
階
の
が
ん
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
と
も
に
、
生
存
率
も
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室　

健
康
増
進
係　

☎
63
―
３
１
１
５

新
潟
県
消
費
者
協
会 

　
　
　

  

佐
渡
地
区
講
演
会

　

毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
水
」。

き
れ
い
な
水
が
地
球
上
で
い
か
に
貴
重
な

存
在
か
、
科
学
的
に
見
た
「
水
」
の
特
性

や
佐
渡
の
湧
水
伝
説
ま
で
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

９
月
26
日
㈬��

午
後
２
時
～
３
時
30
分

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

�

「
水
と
は
何
か
～
き
れ
い
な
水
が
な
け

れ
ば
人
間
は
生
き
て
い
け
な
い
～
」

髙
橋
環
境
・
社
会
研
究
所

　

代
表　

髙
橋　

達
男　

さ
ん

70
人　

９
月
25
日
㈫

・

新
潟
県
消
費
者
協
会
事
務
局

　

☎
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
５
８

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
回
答
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、住
宅
・

土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
宅
や
土
地
の
状
況
を
把
握
し
て
空
き

家
対
策
を
は
じ
め
、
住
宅
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
国
の
重
要
な
調
査

で
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９
月

中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
統
計
調
査
員
が

調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係
（
統
計
担
当
）

　

☎
63
―
３
２
３
２
（
直
通
）

市・県民税について、お寄
せいただいたご質問にお
答えします

Ｑ�今年の８月に身体障害者手帳を受け取りました。収入
は年金のみです。会社員の息子の扶
養になっています。申告は必要です
か？

Ａ�身体障害者手帳、精神保健福祉手帳、療育手帳をお持
ちの方やお持ちの方を扶養している
方は、年末調整や申告により、市・
県民税額や所得税額が下がる場合
があります。
　年末調整についてはお勤め先に、
申告については手帳をご用意の上、
ご相談ください。

総務部税務課　市民税係
　☎６３―５１１０

９月～10	月のがん検診日
胃がん検診・大腸がん検診（同時実施）

検診日および受付時間 会場
� �9 月 25 日㈫
午前８時 30�分～�９時 30�分 鷲崎ふれあいセンター（両津）

��9�月 26�日㈬
午前８時 30�分～ 10時 ふどうさん会館（両津）

��9�月�27 日㈭
午前８時 30�分～ 10時 岩首連絡所（両津）

��9�月�28 日㈮
午前８時 30�分～ 10時 野浦公民館（両津）

10�月� �２日㈫～５日㈮
午前 8�時 30�分～ 10時 30�分 佐渡中央会館（佐和田）

子宮頸がん検診・乳がん検診（同時実施）
検診日および受付時間 会場

10 月� �２日㈫
午前９時 30�分～ 10時 30�分
午後１時～２時 トキのむら元気館（新穂）
10月� �３日㈬
午前９時 30�分～�10�時 30�分
10 月� �３日㈬
午後１時～２時

真野ふるさと会館（真野）10月� �４日㈭
午前９時 30�分～ 10時 30�分
午後１時～２時

平
成30年

市報さど　平成30年9月号13
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お
知
ら
せ

特
定
計
量
器（
は
か
り
） 

　

  
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

　

主
に
、
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上
の

証
明
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
（
は
か

り
、
分
銅
、
お
も
り
等
）
は
、
２
年
に
１

回
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
皆
さ
ま
に
は
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
事
前
調
査
の
回
答
を
も
と

に
、
９
月
中
旬
ご
ろ
に
一
般
社
団
法
人
新

潟
県
計
量
協
会
か
ら
案
内
の
ハ
ガ
キ
が
届

き
ま
す
の
で
指
定
さ
れ
た
検
査
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ひ
ょ
う
量
３
０
０
㎏
超
や
、
土

地
・
建
物
に
固
定
さ
れ
て
い
る
計
量
器
は
、

受
検
者
が
直
接
、
計
量
士
と
日
程
な
ど
を

調
整
し
行
わ
れ
る
「
代
検
査
」
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
、
対
象
と
思
わ
れ
る
計

量
器
を
ご
使
用
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�

検
査
日
時
や
会
場
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

計
量
器
の
検
査
全
般
に
つ
い
て

　

県
計
量
検
定
所　

業
務
課

　

☎
０
２
５
６
―
３
６
―
２
２
４
３

　

事
前
調
査
・
検
査
会
場
等
に
つ
い
て

　

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

商
工
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
と
は
？	

　

下
水
道
は
私
た
ち
が
使
用
し
た
水
を
浄

化
し
て
川
や
海
に
戻
す
役
割
の
ほ
か
、
街

が
浸
水
し
な
い
よ
う
雨
水
を
排
除
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
生
活
雑
排
水

は
汚
水
管
へ
流
さ
れ
、
側
溝
に
は
雨
水
だ

け
が
集
ま
り
、
街
が
き
れ
い
に
快
適
に
保

た
れ
ま
す
。
ト
イ
レ
を
水
洗
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
悪
臭
や
く
み
取
り
等
の
手
間
か

ら
開
放
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
接
続
の
お
願
い	

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

使
用
開
始
の
日
、
区
域
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
下
水
道
の
整
備
後
は
、
く
み
取

り
便
所
は
水
洗
ト
イ
レ
に
、
浄
化
槽
は
廃

止
し
て
、
台
所
や
風
呂
な
ど
も
下
水
道
に

接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

接
続
の
義
務
が
あ
り
ま
す	

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
（
処
理
区

域
）
は
、
く
み
取
り
便
所
の
３
年
以
内
の

水
洗
化
お
よ
び
台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
排

水
を
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
法
令
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
接
続
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

　

下
水
道
供
用
開
始
の
告
示
か
ら
３
年
以

内
に
接
続
す
る
と
、
12
カ
月
分
の
下
水
道

使
用
料
の
免
除
制
度
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

自
家
用
汚
水
ポ
ン
プ
設
備
等
設
置
補
助

金
制
度
の
お
知
ら
せ

　

立
地
条
件
に
よ
り
下
水
道
接
続
用
の
家

庭
用
ポ
ン
プ
が
必
要
な
場
合
に
、
設
置
費

用
の
一
部
を
市
が
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建
設
部
上
下
水
道
課

　

下
水
道
総
務
係　

☎
55
―
３
１
１
５

順徳院黒木御所 
第10回佐渡吟詠大会 
入選作品発表・表彰式
10 月７日㈰

　午前 10時～午後０時 30分
泉公民館ホール　黒木御所向い
　（泉乙 676 番地１）
�記念講演「佐渡と世界遺産」
産業観光部世界遺産推進課
　指導員　濱野　浩
�昼食弁当（1,000 円）をご希望の方は、
10 月４日㈭までに事務局へお申し込
みください。
　�10 月６日㈯に記念イベント「佐渡吟
行」（参加費 1,000 円）
を行います。詳しくは
お問い合わせください。
�佐渡吟詠大会事務局�
（担当　北條）
　☎６３―３３１２

市報さど　平成30年9月号



火の用心　「住宅用火災警報器」　日ごろから作動確認とお手入れを！

災
害
時
に
お
け
る
避
難
支
援
の
た
め
の
名
簿
を
整
備
し
て
い
ま
す

　

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
避
難
支
援

が
必
要
な
方
の
名
簿
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

名
簿
に
登
録
し
た
要
支
援
者
の
氏
名
や
住
所
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
は
、
自
主
防

災
組
織
、
民
生
委
員
、
消
防
団
等
と
共
有
し
、
平
常
時
か
ら
の
見
守
り
や
災
害
時
に
お
け

る
避
難
支
援
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
簿
登
録
に
は
申
請
が
必
要
で
す

　

名
簿
登
録
に
は
申
請
が
必
要
な
た
め
、

７
月
１
日
現
在
の
情
報
を
も
と
に
高
齢
者

世
帯
や
障
が
い
者
の
方
に
、
申
請
の
案
内

を
個
別
に
お
送
り
し
ま
す
。
自
力
で
の
避

難
に
不
安
が
あ
り
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
返
信
用
封
筒
に
よ
る
郵
送
の

ほ
か
、
市
役
所
防
災
管
財
課
（
本
庁
舎
２

階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

名
簿
に
登
録
済
み
の
方
の
内
容
変
更
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す

　

既
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
に

登
録
済
み
の
方
で
、
登
録
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
変
更
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

�

対
象
で
は
な
い
方
で
も
名
簿
へ
の
登
録

は
可
能
で
す
。

総
務
部
防
災
管
財
課　

防
災
安
全
係

　

☎
63
―
３
１
２
５

働き方改革への取り組みを支援	

労働時間相談・支援コーナー
　専門の労働時間相談・支援班が次の
ようなご相談について、お悩みに沿った
解決策をご提案します。
　窓口相談、電話相談どちらでも受け
付けていますので、お気軽にご相談くだ
さい。

・�時間外、休日労働協定（36協定）を含
む労働時間制度全般

・�変形労働時間制などの労働時間に関
する制度の導入

・�長時間労働の削減に向けた取り組み

・�時間外労働の上限設定などに取り組
む際に利用可能な助成金

・相談窓口
　佐渡労働基準監督署
　☎２３―４５００
　（�午前８時30分～午後５時15分、
土・日曜日、祝日を除く）

市報さど　平成30年9月号15

寄 付 の お 礼 　当市にご寄付をいただきお礼申し上げます

物　品
◆	一文字幕・引幕レール１式、プロジェクター１式、
玩具２箱
　�さわた幼稚園の教育環境整備のため�
さわた幼稚園 50周年実行委員　代表　石見　勇生　様
◆壁掛け時計（屋外用）�
　佐渡市平スキー場の運営のため
　㈲夢ハウス佐渡　代表取締役　萩野　正作　様
◆ジェットヒーター１台�
　両津小学校の教育環境整備のため
　平成29年度両津小学校ＰＴＡ　会長　柴田　衛　様
◆	卓球ラケット４本、メトロノーム２台、マラカス２組、
ソフトバレーボール10個、リラグロッケン用ふさ
２本、デジタルカメラ１台
　二宮小学校の教育環境整備のため�
　二宮小学校ＰＴＡ　様

◆屋外用テント１張�
　佐和田中学校の教育環境整備のため
　佐和田中学校　平成 29年度卒業生一同　様
◆温度・湿度計１台�
　両津小学校の教育環境整備のため
　両津小学校　平成 29年度卒業生一同　様
◆	航空写真（両津東保育園空撮）　�
㈱オリス佐渡支店　支店長　八木　悟　様
◆加湿空気清浄機15台　保育環境整備のため�
　昱工業㈱佐渡営業所　営業所長　白石　一仁　様
◆本30冊　保育環境整備のため　岡崎　実　様
◆	業務用掃除機１台�
小木地区公民館施設の環境整備のため
　小木地区公民館東町・泉町・松浜町分館�
　分館長　中川　忠夫　様

住所氏名のみ公表　
　㈱電算　代表取締役社長　轟　一太　様（長野県長野市）

総務部防災管財課　管財係　☎６３―３１２５
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両
津
病
院
　
診
療
部
　
理
学
療
法
科 

白
井
理
学
療
法
士

『
自
助
』『
互
助
』
が
ポ
イ
ン
ト
！

　

人
は
必
ず
歳
を
と
り
ま
す
。
そ
し
て
歳
を
と

る
と
い
う
こ
と
は
、
徐
々
に
身
体
が
衰
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
身
体
の
自
由

が
利
か
な
く
な
り
「
寝
た
き
り
」
と
呼
ば
れ
る

状
態
に
な
っ
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
尊
厳
を
守
り

つ
つ
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
「
２
０
２
５
年
」
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢
化

社
会
が
や
っ
て
き
ま
す
。
国
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
能
を
効
果
的
に
果
た
す
た
め
に
、「
４
つ
の
助
―
自
助

（
個
人
）・
互
助
（
近
隣
）・
共
助
（
保
険
）・
公
助
（
行
政
）」
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
支
え
ら
れ
る
側
で
あ
る
高
齢
者
が

自
助
と
互
助
の
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
支
え
る
側
の
労
働
者
と
協

力
し
て
こ
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る

の
が
「
介
護
予
防
」
で
す
。
ま
ず
、

自
ら
の
健
康
を
管
理
し
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
介
護
予
防
教
室
や
サ
ロ
ン

等
の
住
民
運
営
の
通
い
の
場
を

活
用
し
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
っ

て
佐
渡
市
全
体
で
『
健
康
寿
命
』

を
延
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
両
津
病
院
の
伊
藤
管

理
部
長
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

6
言い方

　大人は、相手の気持ちを考えて察することができますよね。でも、まだ社会
経験のない子どもは、言葉どおりに受け取り、その意味まで深く考えることがで
きません。
　私は「そんなつもりで言ったのではない」と思っていても後の祭り。「好きな
もの」と言う言葉の意味通りに受け取っただけなのに、「ダメ」と言われたこと
を子どもは理不尽に感じてしまいます。
　皆さんもそんな経験はありませんか。結局それが「泣いたり騒いだり」と不適
切な行動につながってしまいます。

　　　　�大人が実際にできること、叶えてあげられることを伝えましょう。

　　　　�あいまいな言い方は避けましょう。
　「何でもいいよ。どれでもいいよ。好きなものでいいよ。」と言ったときは、
どんな答えが返ってきても受け止め、そして実行してください。「イヤイヤ、そう
いう意味じゃないんだけど…」は大人の理屈です。

　　　　��「○○にする？それとも○○にする？」と叶えてあげられる範囲で
選択肢を提案します。

　もちろん選ぶのは、子どもです。子どもが決めたら、

　　　　�受け止めて、「よく決められたね！」とほめましょう。
　『自分で決め、それが叶い、そして褒められる』この経験の積み重ねがとて
も大事です。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
あいまいな言い方は誤解を招く

４コ マ 漫 画 で伝える

ポイント❶ 

ポイント❷ 

ポイント❸ 

ポイント❹ 

市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
　☎５８―８０７７

市報さど　平成30年9月号



第
15
回
市
展
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
の
作
家
に

よ
る
多
彩
な
作
品

や
、
子
ど
も
た
ち

の
活
き
活
き
と
し

た
作
品
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

会
期
・
開
催
時
間

　

10
月
13
日
㈯
～
17
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
（
17
日
㈬
は
午
後
１
時
ま
で
）

会
場　
両
津
総
合
体
育
館

　
　
　
（
梅
津
２
３
４
３
番
地
１
）

入
場
料　
無
料

市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

い
き
い
き
学
級
（
両
津
地
区
）

　

両
津
地
区
公
民
館
で
は
、
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
し
た
「
い
き
い
き
学
級
」
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
５
月
の
開
講
式
か
ら
始
ま
り
、

講
話
や
軽
い
運
動
な
ど
、
全
８
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
17
日
に
開
催
し
た
第
３
回
の
学
級

で
は
、
相
川
方
面
へ
バ
ス
ハ
イ
ク
に
行
き
、

世
界
遺
産
推
進
課
の
職
員
か
ら
佐
渡
金
銀

山
遺
跡
の
説
明
を
聞
き
、
佐
渡
の
宝
へ
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
中
の
車
内
で
も
話
に
花
が
咲

き
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
は
満
足
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
学
級
は
、
途
中
か
ら
の
受

講
も
可
能
で
す
。
日
程
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
両
津
地
区
公
民
館
（
☎
27
―

４
１
８
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（畑野行政サービスセンター内）
☎６６－４１６０

　

畑
野
小
学
校
は
、
「
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
も
つ
児
童
」
を
育
て
る

こ
と
を
目
指
し
、
総
合
的
な
学
習
を
中

心
に
佐
渡
学
・
福
祉
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

１　
佐
渡
学
で
地
域
の
よ
さ
を
学
ぶ

　

佐
渡
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化

を
探
求
す
る
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
「
畑
野
の
伝
統
を
伝
え
よ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
鬼
太
鼓
や
民

話
・
昔
話
を
、
４
年
生
は
「
ト
キ
と
と

も
に
歩
も
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ト
キ

の
保
護
の
歴
史
や
自
然
環
境
な
ど
に
つ

い
て
調
べ
、
地
域
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
は
、
小
倉
千
枚
田
の
稲
作
体

験
を
通
じ
て
農
業
や
自
然
へ
の
関
心
を

高
め
、
そ
れ
ら
を
守
り
伝
え
て
い
く
学

習
や
、
民
泊
体
験
に
よ
る
佐
渡
の
人
々

の
暮
ら
し
や
風
俗
を
学
ぶ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
、

佐
渡
の
金
銀

山
や
佐
渡
の

偉
人
た
ち
の

学
習
を
通
し

て
、
ふ
る
さ

と
佐
渡
へ
の

誇
り
と
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
て
ま
と

め
を
し
、地
域
へ
発
信
す
る
学
習
を
進
め

て
い
ま
す
。

2　
福
祉
教
育
で
共
生
の
心
を
学
ぶ

　

福
祉
施
設
な

ど
を
訪
問
し
、

福
祉
体
験
を
し

な
が
ら
い
ろ
い

ろ
な
方
と
か
か

わ
り
を
も
ち
、

自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
探

る
学
習
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

中
学
年
は
「
み
ん
な
な
か
よ
し
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
特
別
支
援
学
校
の
児

童
と
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
学
年
は
「
と
も
に
生
き
よ
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
高
齢
者
施
設
や
障
が

い
者
施
設
の
訪
問
な
ど
を
通
し
て
、
共

生
社
会
の
理
解
を
深
め
る
学
習
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
方
か
ら
、
地
域
学
習
の
推
進
役
と
し

て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
支
援
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
学
習
を
通
し
て
、
教
育
目
標
で
あ
る

「
や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し

い
」
子
ど
も
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

�

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
８
９
８

畑
野
小
学
校

市報さど　平成30年9月号17

北沢浮遊選鉱場跡で熱心に説明を聞く皆さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　

あ
な
た
の
自
宅
に
も
金
が
眠
っ
て
る
！？

　

「
都
市
鉱
山
が
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ

ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
使
用
す
る
金
メ
ダ
ル

を
使
用
済
み
携
帯
電
話
な
ど
の
小
型
家
電

か
ら
作
成
す
る
取
り
組
み
で
、
市
で
も
本

庁
第
２
庁
舎
や
支
所
な
ど
に
回
収
ボ
ッ
ク

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
な
ど
の
小
型
家
電
の
基
板
に

は
、
金
な
ど
の
貴
重
な
金
属
類
が
使
用
さ

れ
て
い
て
、
携
帯
電
話
１
台
で
６
～
８
ミ

リ
グ
ラ
ム
の
金
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

１
ト
ン
集
め
る
と
約
40
グ
ラ
ム
の
金
が
含

ま
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

金
鉱
石
に
含
ま
れ
る
金
の
平
均
は
１
ト

ン
あ
た
り
約
３
グ
ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
山
で
金
鉱
石
を
採
掘
す
る
よ
り
も
、

携
帯
電
話
を
１
ト
ン
集
め
る
ほ
う
が
多
く

の
金
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
10
年
前
に
比
べ

る
と
高
く
な
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、

１
０
０
％
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
間
多
く

の
貴
重
な
金
属
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
、
ま

た
は
皆
さ
ん
の
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

佐
渡
に
は
約
２
，
０
０
０
万
年
前
の
火

山
活
動
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
金
銀
鉱
床
が

あ
る
た
め
、
金
が
身
近
に
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、
金
は
地
球
上
に
わ
ず
か
し
か

な
い
金
属
で
す
。

89

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

�

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

　「佐渡文化財団」のご紹介　
佐渡の豊かな文化を守り、未来へ引き継ぐ
　佐渡文化財団は、民間の知恵と情熱と行動力を生かし、行政、文化団
体、市民を繋ぎ、佐渡の豊かな文化を継承して地域を元気にしていく活
動をしています。
　活動状況をフェイスブック（ＱＲコード）で発信していき
ますので、ぜひご覧ください。

第３回佐渡民謡の祝祭を開催します
　佐渡民謡のお祭りイベント「佐渡民謡の祝祭」を開催します。�
　佐渡に残る多くの魅力的な民謡をお楽しみください。
日　時　９月 22日㈯　午前 10時～午後４時
会　場　佐渡奉行所　屋外ステージ（相川広間町１番地１）
出　演　	島内 16民謡団体、小木小学校民謡クラブ�

真野中学校 1年生、羽茂高校郷土芸能部�
三大民謡全国大会優勝者、ゲスト�小林よしえ

その他　	入場無料。雨天の場合も奉行所建物内で行います。民謡披
露のほか、トークイベントやおけさ笠の制作実演などもあ
ります。

一般財団法人佐渡文化財団　☎５８―９１１２

１トン中に100グラムの金を含むとされる金鉱石（佐渡金銀山第３駐車場）

芸
能

建
築

工
芸
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トキ野生復帰にむけて 166

◆トキの活動の輪が広がっています！
▎津幡高校と佐渡総合高校の学生が普及啓発
　７月22日、トキの森公園で石川県立津幡高
校の「朱鷺サポート隊」と佐渡総合高校の学生
がトキの普及啓発に関する活動を行いました。
　津幡高校の朱鷺サポート隊は、平成21年か
らトキに関する活動を行っており、今年は佐渡
総合高校と合同で押し花や松ぼっくりを使った
工作、トキの折り紙が体験できるコーナーを設
け、トキ保護の啓発活動を行いました。
　訪れた来園者は資料展示館を見学した後、観
察回廊に設置された各コーナーで興味深く工作
などを楽しみました。

▎大河津小学校と 
　行谷小学校の児童が交流
　７月23日、長岡市立大河津小学校の児童が、トキの
活動を行っている行谷小学校との交流のため、佐渡に
来島しました。
　行谷小学校の児童と活動報告などの交流を行い、ト
キの森公園や野生復帰ステーションを見学しました。
　児童の皆さんは、早朝からの移動にもかかわらず元
気いっぱいに活動し、トキの野生復帰について理解を
深め合いました。

▎行谷小学校の児童がトキの森公園でトキを解説
　行谷小学校では、毎年、トキ解説員の取
り組みを行っています。
　今年も８月８日から10日の３日間で、延
べ約40人の児童がトキの森公園で来園者に
トキの解説を行いました。
　児童の皆さんは手作りのパネルを使い、
トキの生態や特徴、歴史などについてクイ
ズを交えて解説をしました。解説を聞いた
来園者のなかには、興味深く「へぇ～」と
声を上げたり、自由研究のため、熱心にメ
モを取る小学生の姿が見られました。

産業観光部農業政策課
　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４―６０４０

「トキ」の情報をお寄せください！
　トキを見かけた際には、トキ交流会館
へお気軽に情報をお寄せください。
フリーダイヤル
☎０１２０―９８０―５５１

市報さど　平成30年9月号19
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鶴
子
銀
山
は
、
越
後
国
の
商
人
で
あ
っ

た
外
山
茂
右
衛
門
が
、
佐
渡
に
渡
海
し
た

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
に
発
見
し
た
と

さ
れ
て
お
り
、
砂
金
山
を
除
く
と
佐
渡
島

で
鉱
山
採
掘
が
行
わ
れ
た
銀
山
の
中
で
最

も
歴
史
が
古
い
鉱
山
で
す
。

　

石
見
銀
山
か
ら
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
坑
道
掘
り
（
横
相
）
と
灰
吹
法
と
呼

ば
れ
る
鉱
山
技
術
に
よ
っ
て
、
鶴
子
間
歩

や
百
枚
間
歩
な
ど
の
諸
間
歩
で
は
、
銀
の

産
出
量
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、「
鶴
子
千

軒
」
と
呼
ば
れ
る
繁
栄
期
を
迎
え
ま
し
た
。　

こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
慶
長
元

（
１
５
９
６
）
年
以
降
、
鶴
子
の
奥
山
と

呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
、
相
川
金
銀
山

の
開
発
も
容
易
な
も
の
と
し
、
慶
長
６

（
１
６
０
１
）
年
、
鶴
子
銀
山
の
山
師
た

ち
に
よ
っ
て
良
質
の
金
銀
鉱
脈
が
相
川
で

発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
佐
渡
は
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年
に
佐
渡
代
官

に
着
任
し
た
大
久
保
長
安
は
、
鶴
子
に

あ
っ
た
陣
屋
を
相
川
に
移
し
、
相
川
の
道

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
鶴
子
の
町
や
寺
院

な
ど
も
相
川
に
移
転
し
、
金
銀
山
採
掘
の

中
心
地
は
次
第
に
相
川
へ
と
移
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

構
成
資
産
を
知
る（
そ
の
二
）　
鶴
子
銀
山

日本版観光ＤＭＯ「佐渡観光交流機構」からのお知らせ

佐渡を日本一の観光地にするために
　佐渡の観光客は平成３年の 123 万人をピークに年々減り続け、近年は 50万人くらいに減少しています。
　佐渡を日本一の観光地にするために、まずは島内外の「情報」を収集し、また、少しでも観光客数を回
復するために、2030 年までに、島外、特に関東圏の佐渡に来れなくても佐渡を意識し、佐渡を薦めてく
れるお客さま、関係人口 100 万人を目指します。
　佐渡の文化、歴史、その風土から生まれた先
人の知恵や地域の声を活かし、佐渡全体を観光
地として経営する視点を持って、明るい未来を
創造し、観光という既存の概念だけではない、
地域の利益のためのプラットフォームとなる活
動をしていきます。
　また、島内の皆さまに観光交流機構の活動へ
の関心や観光への意識をもっていただくために、
佐渡の資源を掘り起こし、地域にとっての価値
を高めることを約束します。
　随時、活動内容をホームページ「佐渡観光ナ
ビ」で掲載しますので、ぜひご覧いただき、皆
さまのご意見をお待ちしています。

滝つぼ部分に抗口が残される大滝間歩跡

石井文海作「屏風沢銀山絵図」
（市教育委員会蔵）

140
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20

0
昭和63 平成5 10 15 20 25 28

出典：新潟県　佐渡観光客入込数（平成23年度まで）
※平成24年度以後は推計値　

単位：万人

佐渡の観光入込客数の推移

平成３年度 123万人

平成28年度 50万人

一般社団法人佐渡観光交流機構（事業本部）
　（あいぽーと佐渡内）　☎２３―５２３０
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第
11
回
文
化
講
演
会
開
催

　

８
月
４
日
、東
京
都
渋
谷
区
の
ア
イ
ビ
ー
ホ
ー
ル
青
学
会
館
で
、首
都
圏
佐
渡
連
合
会
主

催
に
よ
る
第
11
回
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
０
６
人
が
参
加
し
、佐
渡
市
か
ら

は
伊
藤
副
市
長
な
ら
び
に
山
本
地
域
振
興
課
長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

郷
土
史
研
究
家
の
渡
辺
和
弘
先
生（
両
津
夷

在
住
）に
よ
る
講
演
会
で
は
、「
佐
渡
よ
も
や
ま

話
」と
題
し
て
、現
代
に
つ
な
が
る
佐
渡
人
脈
に

つ
い
て
講
話
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
来
年
５
月
か
ら
新
両
陛
下
に
お
な

り
に
な
ら
れ
る
皇
太
子
殿
下
と
皇
太
子
妃
と
を

引
き
合
わ
せ
た
元
国
連
大
使
の
中
川
融
さ
ん
の

ル
ー
ツ
は
畑
野
に
つ
な
が
る
な
ど
、講
師
の
広
く

深
く
調
べ
た
事
実
に
基
づ
く
数
々
の「
よ
も
や

ま
話
」に
、佐
渡
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
う
首
都
圏
在
住
の
佐
渡
出
身
の
方
々
に
郷
土

へ
の
理
解
や
愛
着
・
誇
り
を
育
む
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
き
、佐
渡
市
か
ら
佐
渡
の
活
性
化
の
た
め
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
よ
る
佐
渡

を
応
援
、貢
献
し
た
い
と
考
え
る
方
々
に
役
立
つ
制
度
の
内
容
や
返
礼
品
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。�

（
文
責
：
首
都
圏
佐
渡
連
合
会　

文
化
芸
能
部
会
長　

伊
豆
野　

泰
弘
）

編集後記
　さまざまな自然災害が
発生した今年の夏。
　ニュースを見るたびに
いつ起こるかわからない
自然災害に備えて、準備
をすることが重要だと感
じました。
　「もしも」のときも安心
して過ごすために、あら
ためて家族でどうすれば
よいか話したいと思いま
す。（Ｔ．Ｓ）

お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時〜午後４時　　☎５７－８１４３

コンビニ払いを悪用する架空請求にご注意！
消費者ホットライン
☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）
　
こ
れ
ま
で
の
架
空
請
求
は
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
振
込
み
や
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入
を
指
示
す
る
手
口
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
し
か
し
、最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で「
支
払
い
番
号
」を
使
っ

て
料
金
を
支
払
う
コ
ン
ビ
ニ
払
い
を
悪
用
す
る
手
口
が
全
国
的
に

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　

携
帯
電
話
に
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
料
金
が
未
納
の
た
め
法
的
措
置

に
移
行
し
ま
す
」
と
い
う
内
容
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　

慌
て
て
画
面
に
記
載
さ
れ
た
番
号
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
「
５
万

円
を
支
払
う
よ
う
に
」
言
わ
れ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
の
情
報
端
末
で
手
続
き

す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
指
示
さ

れ
た
番
号
を
入
力
し
て
、
紙
を
出

力
し
、
レ
ジ
で
５
万
円
を
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
。

講演する渡辺先生

コンビニエンス
ストア

ア
ド
バ
イ
ス

・�

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
、
返
信
や
連
絡
は
せ
ず
に
無
視
を

す
る
。

　

�

詐
欺
業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
に
返
信
し
た
り
、
電
話
を
か
け
た
り

す
る
と
自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
電
話
番
号
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・�

支
払
い
番
号
を
伝
え
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
支
払
わ
な
い
。

　

�

詐
欺
業
者
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
支
払
い
番
号
を
事
前
に
伝
え

る
ケ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
に
着
い
た
ら
電
話
を
か
け

さ
せ
、
そ
の
場
で
支
払
い
番
号
を
伝
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・�

不
審
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 梅津 祝　　　トミ子 95 7.16
　〃 椎泊 伊　藤　昭　一 91 7.17
　〃 河崎 坂　野　　　勲 65 7.17
　〃 加茂歌代 後　藤　ミ　チ 97 7.19
　〃 黒姫 本　間　満須子 88 7.25
　〃 両津湊 金　子　紀美子 77 7.27
　〃 河崎 池　　　喜久榮 83 7.29
　〃 北小浦 川　上　登美枝 83 7.30
　〃 羽吉 澁　谷　金　吾 87 7.31
　〃 豊岡 源　氏　テ　ル 91 8.  2
　〃 平松 坂　下　吉　樹 68 8.  2
　〃 真木 松　木　忠　美 90 8.  4
　〃 両尾 宇　治　ノ　ブ 83 8.  5
　〃 住吉 権　代　　　孝 84 8.  5
　〃 両津湊 平　田　タカ子 90 8.  5
　〃 両津湊 北　　　ハツエ 80 8.  6
　〃 両尾 中　濱　　　綾 86 8.  8
　〃 白瀬 古　山　善　一 84 8.  9
　〃 加茂歌代 渡　邉　ハナ子 94 8.  9
　〃 秋津 渡　邉　　　茂 62 8.10
　〃 秋津 田　中　陽　子 81 8.14
　〃 春日 河　上　テ　フ 93 8.15
相　川 相川下戸炭屋町 中　川　ミ　ス 92 7.18
　〃 橘 川　端　ハルミ 83 7.19
　〃 稲鯨 武　田　昭　子 80 7.19
　〃 北川内 山　本　キ　ミ 85 7.24
　〃 米郷 坂　口　兵　一 85 7.27
　〃 二見 村　田　一太郎 92 7.29
　〃 北片辺 大　谷　悦　子 85 7.30
　〃 小川 菊　地　栄　一 84 7.30
　〃 戸地 山　本　平　一 91 7.30
　〃 相川大浦 小　杉　キ　サ 96 8.  8
　〃 相川大間町 竹　田　千　惠 74 8.10
　〃 北片辺 齊　　サナヱ 93 8.14
　〃 北田野浦 山　本　幸　雄 93 8.14
佐和田 沢根五十里 加　藤　政　治 97 7.20
　〃 八幡 江　森　　　茂 86 7.25
　〃 中原 多治美　勝　彦 75 7.26
　〃 中原 近　藤　ミ　ツ 90 7.27

佐和田 八幡 加　藤　俊　一 98 8.  6
　〃 沢根 長　畑　重　成 86 8.  6
　〃 石田 石　塚　ト　リ 89 8.10
　〃 八幡 齊　藤　ヨシヱ 100 8.11
金　井 中興 計　良　富　雄 86 7.19
　〃 泉 髙　橋　キクヱ 92 7.26
　〃 大和 長　野　完　二 94 7.30
　〃 泉 渡　辺　ハナエ 93 7.31
　〃 平清水 城　鳥　シズ子 90 8.  5
　〃 中興 熊　木　誠　治 89 8.  7
新　穂 新穂長畝 野　﨑　シ　ゲ 92 7.27
　〃 新穂大野 本　間　　　德 86 7.27
　〃 下新穂 三　浦　ヨシミ 93 7.28
　〃 上新穂 大　上　フ　ジ 86 8.  2
畑　野 多田 本　間　昭　典 89 7.19
　〃 寺田 榎　　　五　郎 77 7.20
　〃 寺田 小　田　シ　ゲ 96 7.28
　〃 畑野 佐　藤　ユキヨ 83 7.30
　〃 宮川 羽二生　トシ子 85 8.  2
　〃 三宮 服　部　光　雄 88 8.  3
　〃 畑野 吉　川　敏　雄 85 8.  6
　〃 畑野 竹　谷　正　男 97 8.10
真　野 長石 逸　見　　　恒 83 7.16
　〃 田切須 本　間　春　吉 92 7.24
　〃 大倉谷 金　子　　　髙 71 7.26
　〃 真野 三　浦　順一郎 64 7.26
　〃 真野新町 上　西　幸　子 89 8.  2
　〃 吉岡 廣　田　耕　作 92 8.11
小　木 小木町 福　井　カツヱ 87 7.18
　〃 井坪 堀　口　キヨエ 93 7.29
羽　茂 羽茂大橋 藤　井　チヅ子 77 7.19
　〃 羽茂村山 島　倉　チサヱ 89 7.23
　〃 羽茂本郷 金　子　チ　ズ 91 7.28
　〃 羽茂大橋 柏　原　テ　ツ 95 8.  1
　〃 羽茂大橋 髙　野　強　美 71 8.  5
　〃 羽茂三瀬 中　川　　　勇 89 8.  9
　〃 羽茂村山 岡　﨑　正　夫 80 8.13
赤　泊 大杉 本　田　森　好 98 7.28
　〃 徳和 柳　　　ミツヱ 93 8.13
　〃 徳和 鶴　間　　　勲 42 8.15

佐和田 八幡 加　藤　俊　一 98 8.  6
　〃 沢根 長　畑　重　成 86 8.  6
　〃 石田 石　塚　ト　リ 89 8.10
　〃 八幡 齊　藤　ヨシヱ 100 8.11
金　井 中興 計　良　富　雄 86 7.19
　〃 泉 髙　橋　キクヱ 92 7.26
　〃 大和 長　野　完　二 94 7.30
　〃 泉 渡　辺　ハナエ 93 7.31
　〃 平清水 城　鳥　シズ子 90 8.  5
　〃 中興 熊　木　誠　治 89 8.  7
新　穂 新穂長畝 野　﨑　シ　ゲ 92 7.27
　〃 新穂大野 本　間　　　德 86 7.27
　〃 下新穂 三　浦　ヨシミ 93 7.28
　〃 上新穂 大　上　フ　ジ 86 8.  2
畑　野 多田 本　間　昭　典 89 7.19
　〃 寺田 榎　　　五　郎 77 7.20
　〃 寺田 小　田　シ　ゲ 96 7.28
　〃 畑野 佐　藤　ユキヨ 83 7.30
　〃 宮川 羽二生　トシ子 85 8.  2
　〃 三宮 服　部　光　雄 88 8.  3
　〃 畑野 吉　川　敏　雄 85 8.  6
　〃 畑野 竹　谷　正　男 97 8.10
真　野 長石 逸　見　　　恒 83 7.16
　〃 田切須 本　間　春　吉 92 7.24
　〃 大倉谷 金　子　　　髙 71 7.26
　〃 真野 三　浦　順一郎 64 7.26
　〃 真野新町 上　西　幸　子 89 8.  2
　〃 吉岡 廣　田　耕　作 92 8.11
小　木 小木町 福　井　カツヱ 87 7.18
　〃 井坪 堀　口　キヨエ 93 7.29
羽　茂 羽茂大橋 藤　井　チヅ子 77 7.19
　〃 羽茂村山 島　倉　チサヱ 89 7.23
　〃 羽茂本郷 金　子　チ　ズ 91 7.28
　〃 羽茂大橋 柏　原　テ　ツ 95 8.  1
　〃 羽茂大橋 髙　野　強　美 71 8.  5
　〃 羽茂三瀬 中　川　　　勇 89 8.  9
　〃 羽茂村山 岡　﨑　正　夫 80 8.13
赤　泊 大杉 本　田　森　好 98 7.28
　〃 徳和 柳　　　ミツヱ 93 8.13
　〃 徳和 鶴　間　　　勲 42 8.15

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 住吉 石　川　奨　真 卓也 7.10
　〃 梅津 宇留間　玲　逢 拓哉 7.19
　〃 両津夷 岩　崎　朱　魁 直祥 8.  2
　〃 白瀬 川　上　新　太 秀幸 8.  3
相　川 稲鯨 髙　野　夢　徠 史郎 7.21
佐和田 窪田 渡　辺　　　陸 翔太 7.  8
　〃 山田 　　岡　　　照 真紀 7.20
　〃 中原 中　野　晴　登 晃太郎 7.20

佐和田 河原田本町 新　保　那　菜 宏明 7.21
　〃 窪田 小　林　　　新 拓矢 7.26
金　井 中興 山　﨑　朱　莉 大介 7.13
　〃 金井新保 児　玉　紗　々 顕 8.  1
新　穂 新穂青木 金　子　爽　心 聡 7.30
　〃 下新穂 金　子　由　依 弦矢 8.  9
畑　野 宮川 加　藤　優　和 翼 8.  3
真　野 名古屋 斉　藤　陽　莉 司樹 8.  6

（しょうま）

（れいあ）

（すかい）

（あらた）

（ゆらい）

（りく）

（ひかる）

（はると）

（なな）

（あらた）

（あかり）

（さしゃ）

（そうし）

（ゆい）

（ゆうと）

（ひまり）

戸籍の窓
7.17～8.16届出



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
あなたの力が学校や地域で役立ちます！
いきいき県民カレッジ活用手帳を
活用しましょう
　県教育委員会・県立生涯学習推進センターでは、皆さん
がさまざまな機会に学んでこられた知識や技を学校・地域
で生かす取り組みを応援するために「いきいき県民カレッ
ジ活用手帳」を作成し、配布しています。
　この手帳は、学びの成果を生かす活動の記録はもちろ
ん、その活動に対してスタンプ
がたまると奨励証がいただける
など、ご自身のやりがいにもつ
ながる内容となっています。
　図書館や学校で、絵本などの
読み聞かせボランティアを行っ
た場合も対象となります。
　ぜひ、ご活用ください。

　最も利用が多いジャンル（分類）の本は、
何でしょうか。
　①小説・エッセイ　　②絵本
　③料理・手芸などの実用書

②絵本です。毎年、たくさんの貸し出しがあ
り、平成29年度には25万６千冊のうち８万３
千冊が絵本でした。

Q

A

図書館クイズ

潟上１日
プレーパークを開催！

　７月29日に潟上で行われた「潟上１日プレーパーク（潟上地区子ども会）」の
活動を紹介します。
　地域住民と新潟大学、市の関係者で地域課題を話し合う「潟上未来会議」
で、企画が持ち上がったことがきっかけに行った「自分の責任で自由に遊ぶ」を
モットーにした遊び場です。
　子どもの遊び場プロジェクトとして、常設の遊び場整備を目指しており、子ど
もたちはペットボトルロケットや竹馬、竹鉄砲、木登りなど、大人に見守られなが
ら自由に遊びました。特にボルタリングとペットボトルロケットが人気でした。
　子どもたちの遊びがどんどん変化し、創造力のすごさ、また、初めてやってで
きたときの喜びの様子や成長を感じ、きらきら目が輝く瞬間を間近で見ること
ができてうれしかったです。
　今回、下は４歳から上は70代の方々が集まりました。子どもたちの存在は、年
齢の垣根を越えて、一緒に何かをする、一つにすることができる存在なのだと
感じました。
　このような場所やコミュニティーがたくさん増え、子どもたちを取り巻く環境がよりよくなっていけばと思います。
お問い合わせ　トキ交流会館　☎２４―６０４０

世界農業遺産・潟上集落担当　青木　秀
輔

資料
紹介

「君だけのシネマ」
　高田　由紀子　著

手作りのボルタリングを楽しむ子どもたち

　相川地区出身の児童文学作
家。
　８月25日に「言葉にならな
い思いをさがすために」をテー
マに講演会を行い、その際に
市長を表敬訪問され、寄贈して
いただきました。

市報さど　平成30年9月号23
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス�sado@mpx.wagmap.jp�に空メールするか、�QR�
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE	ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

　８月７日㈫から11日㈯にかけて、鹿児島県種子島を会場に「国
土交通大臣杯第11回全国離島交流中学生野球大会（離島甲子園）」
が開催され、全国の離島から集まった23チームが頂点を目指して
競い合い、佐渡市中学校選抜チームは、見事初優勝しました！
　最優秀選手村田兆治賞に菊池望夢選手（赤泊中）、優秀打撃選
手賞に河原稜太選手（畑野中）が選出されました。
　今後の佐渡球児の活躍を期待しています。
　来年は長崎県対馬で開催される予定です。

試合結果　第１試合　伊豆大島（東京都）…………………………… 13─2
　　　　　第２試合　南種子町立南種子中学校（鹿児島県）… ………５─1
　　　　　準々決勝　五島バラモン（長崎県）… ………………………４─3
　　　　　準　決　勝　西之表市立種子島中学校（鹿児島県）… ………６─3
　　　　　決　　勝　宮古島アララガマボーイズ（沖縄県）……………2─1

お問い合わせ　教育委員会社会教育課　社会体育係　☎６６―４1６０

離島甲子園 佐渡市中学校選抜チーム 初優勝！
応援ありがとうございました

緊急情報伝達システム「戸別受信機」の設置はお済みですか？
　戸別受信機１台は無償貸与です。お申し込み方法など詳しく
は、お問い合わせください。
※�設置済みの方で「お知らせが鳴らない！故障かな？」などありましたら、ケー
ブル線が抜けていないか、電源は入っているかご確認ください。

お問い合わせ　総務部防災管財課　防災安全係　☎６３―３１２５

防災情報
などを

お知らせ！

最優秀選手 村田兆治賞
菊池選手

優秀打撃選手賞
河原選手


